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2019年度造血幹細胞移植患者数
53名

2020年3月血液内科病棟看護師
35名

看護師1：1.51患者
オリエンテーション
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血液内科・造血幹細胞移植科
血液内科病棟
7階東病棟：無菌室12床

内訳
クラス100：4床
クラス10000：8床

7階西病棟：無菌室９床
内訳

クラス100：９床
クラス10000：病棟廊下

ナースステーション

自家移植は東病棟クラス10000の部屋でも
おこないます
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オリエンテーション

移植に必要なセルフケアを獲得するための内容

項目 内容

感染予防 感染予防のために必要な環境、無菌室のしくみ、う
がい・手洗いや身体の清潔を保つことの必要性につ
いて
予防内服の必要性

口腔ケア 口腔内の清潔について、口内炎予防対策

食事制限 制限の必要性と制限解除までの目安

リハビリテーション 適度な運動の必要性と具体的な過ごし方

その他 体調管理、内服管理、治療関連行為の獲得、睡眠の
確保、医療費について、緊急時の家族との連絡のと
り方、家族支援について



移植計画書の記載
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移植計画書１
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移植計画書３
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移植計画書の記載



移植計画書の記載 入院
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クリーンルームで治療をうけられるかたへ
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クリーンルームで 

治療をうけられるかたへ                                    

 

 

 

 

 

 
    大阪市立大学医学部附属病院 7階病棟 
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手洗いについて
流水による手洗いの方法
1)トイレの後や目に見える汚れが手にある時にします。
2)ハンドソープを使用し、しっかりと洗い流してから、タオル
でしっかりと水分を拭き取って下さい。
3)皮膚が荒れると細菌が繁殖しやすくなるので、手の保湿
も行って下さい。
4)食事の前や排泄後、新聞、雑誌、単行本等を読んだ後
は必ず手洗いして下さい。
5)ペーパータオルまたは清潔なタオルを使用してください。
6)それ以外の手洗いは、手指の消毒液）を使用してくださ
い。
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ベッドの周りの環境整備
１) そうじしやすいようにご自身で日用品は整頓し、ホコリがたまらないように

最低限のものをテーブルに置くようにして下さい。使用しない物品は、引き出
しやロッカーに収納するか、ご家族に持って帰ってもらいましょう。

3)ホコリにはカビや微生物が多く含まれています。日用品やよく手を触れる

場所はご自身できれいにしておくことが感染予防につながります。オーバー
テーブル・床頭台・点滴台の持ち手・リモコンなどを毎日ウェットティッシュで
拭きましょう。

4)床に落ちたものをそのまま使用することは不潔です。物を落とした場合は

ウェットティッシュで拭くか洗浄してから使用するようにしましょう。拾ったあと
は必ず流水で手洗いをして下さい。
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Ⅳ.移植治療の患者様へ         

○全身放射線治療（TBI） 

移植の前処置として、全身放射線照射(TBI)を行います。   

主な副作用 

★ 放射線照射の後に、吐き気、嘔吐、頭痛、体のだるさ、唾液腺のあたりの痛

みが出ることがあります。 

★ しばらくして、皮膚障害（赤くなる、ヒリヒリする、表皮がむけるなど）や

粘膜障害（口内炎、咽頭炎、胃痛、下痢など）脱毛、唾液の減少や味覚障害

が出現することがあります。 

副作用の対応 

★ 吐き気や頭痛などの症状が出た時は、お知らせください。 

お薬や、氷枕などをご用意します。 

★ 皮膚障害の予防のために放射線照射の開始日から、入浴のあとや照射のあと

に全身を保湿するための保湿クリーム（市販の物で構いません）などを塗布

するようにしましょう。 

皮膚障害の症状が出た時もお知らせください。 

軟膏などのお薬が処方されることもあります。 



スマホ、パソコンからでも
チェック可能です
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免疫不全食①⇒移植中
化学療法中

免疫不全食②⇒移植後

外泊・退院時

移植前に管理栄養士か
管理栄養士からの指導
がありますらも指導し

ます
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患者・家族にやさしいオリジナル食品ルールを考案

食事パンフレット パソコン・スマホでチェック



Osaka City University Hospital Department of Transfusion Medicine














血内うがいをしましょう！

起床時、食後、寝る前に血液内科的うがいを行い感染予防に努めましょう☆

①

②

③

④

⑤

⑥

①うがい薬や水を口の中に含みます

②右側、左側と片方ずつ

１０回ブクブクうがいします

③鼻の下を膨らませながら上唇と上歯の間に水を入れ、10回ブクブクうがいをします

④同じように下唇と下歯の間に水を入れ、１０回ブクブクうがいをします

⑤最後に口の中全体で１０回ブクブクうがいと、上向きでガラガラうがいをします

⑥血内うがいをしたら、スッキリ！口腔内のマッサージにもなります





こちらが血内うがいの説明用紙で、すべての血内患者さんに、入院時配布して説明を行っています。

きちんと実践できているか、定期的に看護師が確認していくことを、今年の目標のひとつとしています。



方法は、水を口腔内に含んで左右、上下、全体10回ずつぶくぶくうがいをします。特別なことはしていませんが、より丁寧に含嗽するよう意識してもらいます。
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造血幹細胞移植を受けられる方へ 

 

リハビリについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立大学医学部附属病院 リハビリテーション部 



リハビリについて
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リハビリについて
3.自主トレーニング 

以下に自主トレーニングの例を紹介します。 

トレーニング中はゆっくり深呼吸しながら、行って下さい。1セット 5-10 分程度で開始し

ましょう。もしつらいと感じたら休み休み行うようにしましょう。 

筋力の維持や増強にはトレーニングを毎日続けることが大切です。 

 

下肢の運動-Ⅰ（足の曲げ伸ばし） 

【目的】足の動きをよくします。 

【方法】 

① 仰向けに寝ます。 

② そのまま胸の方まで引き上げます。 

③ そして、2～4 秒止めてから、下ろします。 

④ あとはこれを繰り返します。反対の足でも行います。 

 

下肢の運動－２（足の筋肉を強くする） 

【目的】太ももの筋肉を強くします。 

【方法】 

① 仰向けに寝て膝の下にまるめたタオルを入れ

ます。 

② タオルを下に押しつけるように足に力を入れます。 

③ そして、そのまま 5 秒以上止めてから、ゆっくりと力を抜きます。 

④ あとはこれを繰り返します。 

 

下肢の運動－３（足をまっすぐあげる） 

【目的】足をあげる筋肉を強くします 

【方法】 

① 仰向けに寝ます。 

② 膝を伸ばしたまま 45 度くらいまで足全体を上

げて 5 秒止めてから、ゆっくりと下ろします。  

(注:この時、反対の方の足が上がらないようにしてください。) 

③ あとはこれを繰り返します。反対の足でも行います。 

 



リハビリについて
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1. 廃用症候群について 

 

 廃用性筋萎縮について 

 

 

 

Müller EA: Influence of training and of inactivity on muscle strength. Arch Phys Med Rehabil, 1970, 1(8): 449-462. 

 

 呼吸・循環能低下について 

 

 

 

Saltin B, Blomqvist G, et al.: Response to exercise after bed rest and after training. Circulation 1968; 38 (Suppl 5): Ⅶ 1–78. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★廃用症候群を予防するには、 

入院生活の活動量を維持することが必要です! 

 

 

 

2. 造血幹細胞移植のリハビリテーションの流れ 

1 週間の臥床で 10～15％低下するといわれています。 

20 日間臥床で、1 回拍出量 30％の減少、心拍数 27％増加、最大

酸素摂取量、安静臥床後に 26.4％低下するといわれています。 

3 週間の安静臥床は 40 歳の加齢

変化と同じと言われています！ 

また廃用症候群に陥ると回復するに

は時間がかかります。 

 

当院のリハビリでは 

活動量維持・増進を目的に実施しています。 

4. 転倒について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[転倒の危険因子] 
 個人の特性 

   ① 筋力低下      

   ②バランス能力の低下 

   ③ めまい、起立性低血圧 

   ④ 薬剤 など 

 外的環境や状況 

 

   ①病棟環境 

   ②不適切な靴 

   ③焦った状況 など

 

[転倒が及ぼす影響] 

• 造血幹細胞移植を受ける患者様はご病気や抗がん剤により骨髄機能が低

下しているため、血小板が減少し血が止まりにくい状態です。 

• 頭部打撲などで重篤な出血につながる可能性があります。 

 

 

 

 造血幹細胞移植を受ける患者様はご病気の影響や抗がん剤、放射

線治療の影響で体調不良や筋力低下を起こしやすくその結果、転

倒しやすくなります。 

 また長期間寝たきりによる影響は筋力低下だけでなく、自律神経

の反応性を低下させ、立ち上がったときに目眩をおこす起立性低

血圧の要因になります。 

 睡眠薬やその他一部の薬剤では、その投与により眠気が出現し、

転倒の危険性が高まります。 

転倒は絶対に予防しましょう！ 
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移植計画書の記載 移植前



移植計画書 移植後
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造血幹細胞移植をうけ、退院される患者様・家族様へ
造血幹細胞移植をうけ、 

退院される患者様・家族様へ 
 
 

 
 

氏名              

大阪市立大学医学部附属病院 7階血液内科病棟 
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ネオーラル・プログラフ・セルセプト
３）内服後に吐いてしまった場合

吐物の中にカプセルを確認した場合に
は、新しい薬を同じ量内服してください。確
認が出来なかったり、内服してから１時間
以上経過している場合は、再度内服する
必要はありません。

４）自宅での心得

免疫抑制剤の副作用で腎臓の機能が悪
くなることがあります。予防するためには、
適度な飲水を心がけましょう。

※自己判断で内服を中止することは絶対
にやめましょう。GVHDが突然現れたり、悪
化することがあります。生命に関わる場合
もあります。

＊誤って多く内服した時やどうすればいい
か分からなときは、自己判断せず、医師に
電話相談をして下さい。
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ＧＶＨＤによる症状の経過を見ながら徐々に
減量し、移植後６ヶ月～数年かけて内服を終
了していきます。
１）内服を忘れた場合

１～６時間後に気づいた時は、すぐに内服して
ください。

６時間以上経ってから気づいた時は、忘れた
分は内服せずに次の内服時間に
１回分のみ内服してください。
２）外来受診時に採血がある場合

採血の結果を見て、内服を調整されることが
あります。

朝の免疫抑制剤は飲まず、１回分を外来に持
参してください。採血後、持参して内服して下
さい。外来受診時に次回の外来受診時の際、
飲まずに持参するか、内服してから受診する
かを外来主治医に確認してください。



ステロイド

ＧＶＨＤによる症状を見ながら、少しずつ減
量していきます。減量するスピードは個人に
よって異なります。

１）内服忘れに、当日中に気付いた場合

1回分をすぐに内服してください。

２）内服忘れに、翌日に気付いた場合

（１）毎日内服している場合は、忘れた分（昨
日分）は内服せず、通常通り内服してくださ
い。

（２）１日置きに内服している場合は、昨日分
を内服し、次回からは通常通り内服してくだ
さい。

※内服を忘れたことを、外来受診時に医師
に伝えてください。

※誤って多く内服してしまった場合等どうす
ればよいか分からない時は、自己判断せず、
医師に電話相談してください。

※自己判断で内服を中止することは絶対に
やめましょう。GVHDが突然現れたり、悪化

することがあります。生命に関わる場合もあ
ります。
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パソコン・スマホでいつでもチェック
できます
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移植計画書 退院前
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退院前



退院前
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ご清聴ありがとうございました
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